
陸修偕行社、始動。

　
　

訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
55　

河
野　

茂
雄
様　

令
5
・
5
・
28

　

同　
　

米
谷　

一
雄
様　

令
5
・
11
・
7

陸
士
56　

村
岡　

生　

様　

令
6
・
1
・
18

　

同　
　

相
川　

東
三
様　

令
5
・
12
・
27

陸
士
57　

新
川　

肇　

様　

令
2
・
2
・
12

陸
士
58　

佐
川　

久
也
様　

令
3
・
1
・
26

　

同　
　

堀
部　

祐
次
様　

令
5
・
6
・

　

同　
　

久
田
原
昭
夫
様　

令
6
・
1
・
1

　

同　
　

佐
々
木
俊
徳
様　

令
6
・
1
・
22

陸
士
58　

俣
野　

礎　

様　

令
6
・
3
・
12

陸
士
59　

外
本　

正
男
様　

令
6
・
3
・
6

陸
士
60　

西
田　

了　

様　

令
5
・
1
・
21

　

同　
　

加
藤　

三
郎
様　

令
5
・
2
・
1

　

同　
　

中
村　

清　

様　

令
5
・
2
・
3

陸
士
61　

栗
俣　

信
男
様　

令
5
・
8
・
9

　

同　
　

山
田　

達
男
様　

令
5
・
11
・
10

　

同　
　

小
野　

道
春
様　

令
5
・
12
・
31

　

同　
　

鳥
生　

敬
郎
様　

令
6
・
1
・
10

仙
幼
47　

松
川　

安
廣
様　

令
6
・
2
・
21

名
幼
47　

今
村　

耕
一
様　

令
6
・
3
・
16

広
幼
48　

平
田　

重
賀
様　

令
6
・
3
・
9

陸
自
51　

須
田
直
之
助
様　

令
6
・
1
・
30

海
自
57　

平
岡　

克
躬
様　

令
6
・
2
・
13

陸
自
59　

山
崎　

勝
也
様　

平
30
・
1
・
14

　

同　
　

鈴
木　
　

旭
様　

令
6
・
1
・
20

　

同　
　

永
江　

太
郎
様　

令
6
・
3
・
22

陸
自
60　

関
根　
　

晟
様　

令
6
・
1
・
20

陸
自
76　

坂
本　

兼
広
様　

令
6
・
1
・
30

発行所 公益財団法人 陸修偕行社
〒160-0002　新宿区四谷坂町12−22
　　　　　　　　VORT四谷坂町5F
電　話　03（6380）0 6 2 3
F A X　03（6380）0 6 2 4
振　替　00190 - 8 - 1 8 0 6 1 7
https://rikushukaikosha.or.jp/
編集人　佐 藤 　 正（陸自78）
発行人　本 庄 俊 弘（陸自80）

印刷所　興和印刷株式会社
〒279-0003　浦安市海楽1−5−11

電話　047（350）6731
FAX　047（350）6735

定価 1部　300円 禁無断転載

い
た
し
ま
す
▼
陸
修
偕
行
社
は
、『
偕
行
』

の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
も
積
極
的
に
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
保
障
や
近

現
代
史
の
講
座
に
つ
い
て
は
、ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
『
偕
行
』

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
情
報
発
信
手
段
を

有
機
的
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、
陸
修
偕

行
社
の
多
様
な
活
動
を
広
く
周
知
し
、
陸

修
偕
行
社
の
目
的
達
成
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
叱
咤
激
励
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。	

（
正
）

　

4
月
1
日
に
陸
修
偕
行
社

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
41

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
陸
修
偕
行
社
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
事
務
局
と
各
委
員
会
は
力

強
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
右
の
欄
に
紹

介
し
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
は

半
数
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
が
、
前
任
者

同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
▼

今
年
度
、『
偕
行
』
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
今
ま
で
と
ほ
ぼ
同
様
の
レ
イ
ア
ウ
ト

で
、「
よ
み
も
の
」「
慰
霊
援
護
」「
一
般
記

事
」「
連
載
も
の
」「
事
務
局
だ
よ
り
」「
花

だ
よ
り
」「
文
芸
教
室
」
な
ど
の
編
集
を
続

け
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
投
稿
を
お
願
い

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

「
陸
修
偕
行
社
の
ス
タ
ー
ト
」

撮
影
者　

広
報
委
員　

池
上　

均　

陸
自
73

　
5
　
月

8
日（
水
）北
斗
句
会	

13
・
00
会
議
室

9
日（
木
）承
風
会	

15
・
00　

〃

10
日（
金
）三
金
会	

11
・
30　

〃

11
日（
土
）星
和
会	

11
・
30　

〃

14
日（
火
）総
務（
委
）会	

13
・
00　

〃

　
　
　
　

財
務（
委
）会	

13
・
30　

〃

15
日（
水
）慰
霊
・
援
護（
委
）会	

13
・
00　

〃

　
　
　
　

陸
自
69
会	

16
・
00　

〃

16
日（
木
）安
全
保
障
研
究
講
座	

14
・
00　

〃

17
日（
金
）運
営
企
画
会
議	

13
・
00　

〃

18
日（
土
）編
集（
委
）会	

09
・
30　

〃

21
日（
火
）年
次
監
査	

09
・
00　

〃

22
日（
水
）広
報（
委
）会	

13
・
00　

〃

23
日（
木
）カ
オ
ル
会	

15
・
00　

〃

24
日（
金
）理
事
会	

13
・
00　

〃

25
日（
土
）54
期
世
話
人
会	

12
・
00　

〃

31
日（
金
）厚
生（
委
）会	

13
・
00　

〃

　
6
　
月

5
日（
水
）編
集
小（
委
）会	

10
・
00
会
議
室

　
　
　
　

北
斗
句
会	

13
・
00　

〃

6
日（
木
）陸
士
44
期
生
会	

12
・
00　

〃

7
日（
金
）教
育
問
題（
委
）会	

13
・
30　

〃

8
日（
土
）ろ
く
い
ち
会	

12
・
00　

〃

15
日（
土
）近
代
史
検
証
会	

14
・
00　

〃

18
日（
火
）福
井
囲
碁
会	

13
・
00　

〃

19
日（
水
）安
全
保
障
研
究
講
座	

14
・
00　

〃

20
日（
木
）カ
オ
ル
会	

15
・
00　

〃

21
日（
金
）60
期
世
話
人
会	

13
・
30　

〃

22
日（
土
）偕
行
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ	

10
・
00　

〃

28
日（
金
）業
務
連
絡
会
議（
陸
自
）	

18
・
00　

〃

5
・
6
月
の
告
知
板

　（　　）65 （偕行　令和 6年 5・6月号）

陸修偕行社の合同発足について
　4月 1日、公益財団法人偕行社は陸修会（陸上自衛隊幹部退職者の会）と合同
し、公益財団法人陸修偕行社として新たに発足しました。
　ドメインも、従来の「kaikosha.or.jp」から新たに「rikushukaikosha.or.jp」
へと変わりました。偕行社の伝統を継承するとともに、陸修会の設立目的でも
ある「陸上自衛隊へのさらなる支援」ならびに「わが国の安全保障への貢献と
提言」を推し進めて参ります。

陸修偕行社ホームページ　　https://rikushukaikosha.or.jp/

事
務
局
勤
務
者
の
紹
介

　

4
月
1
日
か
ら
陸
修
偕
行
社
事
務
局
は

次
の
勤
務
者
で
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　
　
　

小
山　

芳
夫
（
新
任
）

　

会
計
課
長　
　
　

山
元　

高
司
（
継
続
）

　

総
務
主
任　
　
　

荒
川
美
智
男
（
新
任
）

　

会
館
業
務
主
任　

岡　
　

康
裕
（
継
続
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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